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アストロラーブの東伝と朝鮮の簡平渾蓋日?　18世
紀朝鮮における西学受容の一つの成果とその限界






その他のタイトル Asutorabu no toden to chosen no kanpei kongai
nikki: 18 seiki chosen ni okeru seigaku juyo




































                                                          
1 簡平渾蓋日晷についての既存の研究は、韓永浩、「朝鮮의 新法日晷와 視学의 자취」『大東





























平面アストロラーブ（ planispheric astrolabe）、直線アストロラーブ（ linear 
astrolabe）という 3 種類がある。5球面アストロラーブは、一般の天球儀によく似






3 中世ヨーロッパの数学的道具については、Anthony Turner, “Mathematical Instruments 
and the Education of Gentlemen,” Annals of Science, vol.30, Taylor & Francis Ltd., 
1973, pp.51-88 を参照されたい。 
4 実際に、リッチは、『中国キリスト教布教史』で、アストロラーブを利用してさまざまな観
測を行ったこと等を含め、何ヶ所に渡って、アストロラーブに関わる記録を残している。  
















（astrolabe of Arzachel and Gemma Frisius）や、②デ・ロハス・アストロラーブ



















                                                          

































                                                          










2547 頁。  
10 Roderick and Marjorie Webster, Western Astrolabes, Chicago: Adler Planetarium & 

































                                                          
11 ウルシスによるこのようなアレンジは、おそらく彼の独創的な発明ではなかろう。日時計
と星座早見の両機能を合わせた作りが、16 世紀のヨーロッパにすでに存在するからである。
一つだけ例を挙げると、メルカトル（Gerard Mercator）スタイルの 1574 年製のデ・ロハ
ス・アストロラーブがイギリス・ロンドンの国立海事博物館（National Maritime Museum）
に所蔵されている。 
12 二つの命題の証明は、Otto Neugebauer, A History of Ancient Mathematical Astronomy, 
Berlin: Springer-Verlag, 1975, pp. 858–860 を参照されたい。ノイゲバウア氏によれば、
（1）については、古代からアポロニウスによって証明されているが、（2）については、中
世までは知られていなかったという。ちなみに、クラビウスは、彼の『アストロラビウム』





































                                                          
13 ノイゲバウア氏は、この点が球面三角法の発展を妨害したという側面においては、また同
時に欠点でもあると指摘している。Neugebauer, op. cit., p. 858. 































                                                          
15 正射投影法は、平行投影、垂直投影、正投影とも呼ばれる。  
16  ノイゲバウア氏によれば、プトレマイオス以前にも、ティオドルス（ Diodorus of 
Alexandria）や、ビトゥルビウス（Vitruvius）などのアナレンマに関する研究があったと
いう。が、ディオドルスの書物はすでに散逸。 Neugebauer, A History of Ancient 






















3.2 18 世紀後半の朝鮮における渾蓋通憲と簡平儀に関する記録 




















                                                          
19 例えば、黄胤錫（1729－1791）の日記である『頤斎乱藁』にはかかる西学熱の断片がよく
現れている。  
20 黄胤錫、『頤斎乱藁』第 1 冊、690 頁、精神文化研究院、1994 年。  
21 同上。  






















3.2.5 1787 年製の幻のアストロラーブ発見 
今まで、日中韓三国で作られたアストロラーブ＝渾蓋通憲の実物は一件も学界に
報告されたことがなく、残っていないと思われていたが、アストロラーブ一式が
2002 年ごろ日本で発見され、2006 年 9 月の日韓科学史セミナーで同志社大学の宮
島一彦氏によって始めて正式に報告された。宮島氏の発表によると、儀器の背面に







3.3 単なるモニュメント？それとも実用に堪える日時計？  
かかる簡平日晷と渾蓋日晷は、その製作にいたる経緯は別として、果して実際に
日時計として宮室で使われていたものだっただろうか。それとも単なるモニュメン
                                                          
23 同上。  
24 黄胤錫、『頤斎乱藁』第 3 冊、135 頁、精神文化研究院、1997 年。  







は、『国朝暦象考』4 巻 2 冊と『書雲観志』4 巻 2 冊が現在に至るまで伝わっている
が、簡平渾蓋日晷に関する記録はいっさい見当たらない。特に正祖 20 年（1796 年）
に当時の観象監提調徐浩修が正祖の命を受け暦官成周悳、金泳らに編纂させた『国
朝暦象考』は、時期的にも比較的に西学に寛大なる立場をとっていた正祖年間、い

























                                                          
26 李元淳の時期区分にしたがう。氏の『朝鮮西学史研究』（一志社、1986 年）、14–18 頁。正
祖の死と純祖元年（1801 年）の辛酉迫害をもって弾圧期に入る。 
27 『国朝暦象考』、巻 2、3a。  






































                                                          
29 黄胤錫、『頤斎乱藁』第 3 冊、151 頁、精神文化研究院、1997 年。 
安 大玉 
338 
機械式時計、望遠鏡、六分儀、八分儀等の発明・普及によって、もはや過去のもの
になっていた。にもかかわらず、朝鮮の場合は、伝統的な日時計に拘泥し、苦労し
て得た折角の新しい知識を発展させることなく無駄にしてしまい、結果的には、西
学の受容においても経学的な尚古主義から脱皮することができずに終わったのでは
なかろうか。黄胤錫の次の言葉は、ただ徐命膺・徐浩修父子の渾蓋通憲理解につい
ていうのではなく、朝鮮のこうした傾向についての正鵠を得た洞察を示すものと見
ることもできる。 
 
〔徐命膺は〕渾蓋通憲は、もし用法を究めれば、まさに望遠鏡に勝ると考
えているが、望遠鏡とは、眼視では観測できない七政の高遠を観測できる
道具であり、渾蓋通憲の比ではない。……どうして望遠鏡の上だといえる
のか。……これで思うに〔彼ら父子の理解は〕いまだ精詳ではない（以為
通憲、既来若究用法、當勝於遠鏡。夫遠鏡、所以窺視七政高遠人所難視之
具也。要非通憲可比。……豈遠鏡之上哉。……以此推之、想未精詳耳）。 
 
